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2ふくさき議会だより　第144号 

9月定例会  

平成28年度各会計決算を認定 平成28年度各会計決算を認定 平成28年度各会計決算を認定 
　 9 月定例会は 9 月 1 日に招集され、22日までの22
日間の会期で開きました。今定例会では、町長から
提出された平成28年度一般会計、各特別会計および
水道事業会計、工業用水道事業会計、下水道事業会
計（平成27年度までの公共下水道・農業集落排水を
統合）の各公営企業会計の決算をはじめ、平成29年

度一般会計補正予算などの議案を審議しました。 
　平成28年度歳入歳出の決算認定を求める議案は、
決算審査特別委員会を設置して 9 月 6 日から 4 日間
にわたり、収納状況や予算執行にあたっての問題点、
今後の町政に生かすべき課題について慎重に審議し
ました。 

一般会計 

平成28年度 一般会計・特別会計決算状況表 

一般会計 
歳出総額 

86億8146万円 

一般会計 
歳入総額 

88億1818万円 

　※繰越額…平成28年度に事業実施されなかったため、翌年度に実施することになった額。 

 

会計項目 

 

一 般 会 計  

国民健康保険  

後期高齢者医療 

介 護 保 険  

計 

 

 
歳入（Ａ）

 

8,818,183,294 

2,318,624,219 

241,167,402 

1,634,187,813 

13,012,162,728

 

 
歳出（Ｂ）

 

8,681,468,324 

2,275,456,742 

236,915,707 

1,567,587,647 

12,761,428,420

 

 
繰越額（Ｃ）

 

50,320,000 

0 

0 

0 

50,320,000

 

実質収支 

（Ａ－Ｂ－Ｃ） 

86,394,970 

43,167,477 

4,251,695 

66,600,166 

200,414,308

決 算 額（単位：円） 
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福崎駅周辺整備事業 

総合治水対策 
（イマ谷池・ハス池下流水路整備工事） 

第1体育館耐震改修工事 

文化ゾーン駐車場・防災倉庫整備工事 

大庄屋三木家住宅表門等の復元工事、 
消防設備整備工事 

28年度一般会計の主な事業 

委
員
　
平
成
28
年
度
中
の
不

納
欠
損
額
は
い
く
ら
か
。
 

税
務
課
長
　
町
税
の
不
納
欠

損
額
は
、
2
2
8
件
、
1
8
 

9
4
万
5
9
6
9
円
で
す
。
 

委
員
　
様
々
な
予
防
医
療
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ

の
結
果
、
住
民
の
健
康
の
推

移
は
ど
う
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
健
康
診
断

の
結
果
や
予
防
接
種
の
経
過

等
は
、
健
康
情
報
シ
ス
テ
ム

で
管
理
し
、
健
康
診
断
や
予

防
接
種
の
未
受
診
者
な
ど
は

把
握
し
て
い
ま
す
。
健
康
状

態
の
確
認
と
し
て
定
期
的
に

健
康
増
進
計
画
の
ア
ン
ケ
ー

ト
等
で
意
識
調
査
を
し
て
評

価
し
て
い
ま
す
。
 

委
員
　
学
校
施
設
や
社
会
教

育
関
係
施
設
で
約
4
9
0
0

万
円
の
電
気
代
が
支
出
さ
れ

て
い
る
。
新
電
力
で
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
の
か
。
 

会
計
管
理
者
　
入
札
時
点
の

27
年
度
実
績
に
基
づ
い
た
試

算
で
は
、
小
学
校
・
中
学
校

施
設
で
は
約
3
割
減
の
見
込

み
で
す
。
 

委
員
　
図
書
館
の
図
書
の
蔵

書
が
14
万
冊
を
超
え
、
中
に

は
古
い
も
の
も
あ
る
と
思
う
。

古
い
も
の
は
歴
史
的
価
値
が

あ
る
も
の
と
し
て
置
い
て
お

く
の
か
。
ま
た
図
書
購
入
は

ど
こ
に
重
点
を
置
き
、
誰
が

決
め
て
い
る
の
か
。
 

社
会
教
育
課
長
　
毎
年
5
千

冊
程
度
（
1
0
0
0
万
円
）

の
図
書
購
入
予
算
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
が
、
開
架
ス
ペ
ー

ス
は
ほ
ぼ
一
杯
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
除
籍
の
基
準

を
明
確
に
す
る
よ
う
図
書
館

で
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

図
書
の
購
入
は
、
図
書
館
司

書
に
よ
り
最
近
の
動
向
と
投

票
制
で
選
ん
で
い
ま
す
。
 

委
員
　
防
災
無
線
等
の
整
備

に
つ
い
て
、
以
前
、
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
の
訓
練
を
実
施
し
た
際

に
聞
こ
え
な
か
っ
た
と
い
う

声
や
何
を
言
っ
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
と
い
う
声
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の

点
に
つ
い
て
の
再
整
備
、
ま

た
、
北
朝
鮮
か
ら
の
ミ
サ
イ

ル
で
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
ら
な

か
っ
た
自
治
体
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
、
当
町
の
管
理
体
制

は
。
 

住
民
生
活
課
長
　
防
災
無
線

が
も
し
鳴
っ
て
い
な
け
れ
ば

直
ぐ
に
修
繕
す
る
と
い
う
対

応
を
と
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
は
試
験
放
送
を
年
2

回
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
は
正
常
に
作

動
し
て
い
る
状
況
で
す
。
 

委
員
　
水
道
施
設
の
耐
震
化

工
事
は
、
主
に
ど
の
よ
う
な

部
分
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。
 

公
営
企
業
参
事
　
基
幹
管
路
、

主
に
配
水
本
管
で
実
施
し
て

お
り
、
駅
前
整
備
で
も
耐
震

管
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

委
員
　
駅
前
で
実
施
さ
れ
て

い
る
雨
水
幹
線
工
事
の
効
果

は
ど
の
程
度
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。
 

公
営
企
業
参
事
　
完
成
す
る

と
駅
周
辺
の
溢
水
が
緩
和
さ

れ
、
振
古
川
へ
の
流
入
も
減

少
し
、
安
全
、
安
心
の
確
保

に
寄
与
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

○
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
○
 

　審査に付された各会計決算書等は、

計数は正確であると認められました。

なお、事務処理は、その一部について

は定期監査等で指摘しておりますが、

おおむね良好であると認められました。 

　また、基金の運用状況は、その設置

目的に沿って運用され、計数は正確で

あると認められました。 

〈監査委員〉　鳥岡　照義 
　　　　　　　松岡　秀人 ������

������
QQQQQQ
QQQQQQ
������
������

監査委員の審査意見（要旨） 
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議
員
　
将
来
負
担
比
率
が
約

10
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
た
が
、

そ
の
要
因
は
。
 

企
画
財
政
課
長
　
農
業
集
落

排
水
事
業
の
企
業
債
償
還
金

額
が
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、

近
年
、
公
共
下
水
道
事
業
の

事
業
自
体
も
減
少
し
て
い
ま

す
の
で
、
公
営
企
業
等
繰
入

見
込
額
が
2
億
8
8
7
6
万

8
0
0
0
円
の
減
と
な
っ
て

い
る
の
が
一
つ
の
要
因
で
す
。
 

議
員
　
不
納
欠
損
の
基
本
的

な
考
え
方
は
。
 

税
務
課
長
　
不
納
欠
損
を
行

う
要
因
は
主
に
三
つ
で
す
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
滞
納
処
分

の
執
行
停
止
を
行
っ
て
か
ら

3
年
を
経
過
し
た
後
、
な
お

執
行
停
止
要
件
に
該
当
す
る

も
の
。
二
つ
目
は
、
法
人
な

ど
で
実
態
が
な
い
も
の
や
、

個
人
で
は
、
相
続
放
棄
で
換

価
（
換
金
）
で
き
る
資
産
が

な
い
な
ど
で
、
発
生
時
点
で

即
時
に
税
債
権
を
消
滅
さ
せ

る
も
の
。
三
つ
目
は
、
ず
っ

と
以
前
か
ら
滞
納
処
分
の
執

行
停
止
を
し
て
お
く
べ
き
だ

っ
た
も
の
が
残
っ
て
い
て
、

時
効
期
限
が
過
ぎ
た
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
を
不
納
欠
損
し

て
い
ま
す
。
 

議
員
　
最
近
は
測
量
設
計
あ

る
い
は
工
事
監
督
に
至
る
ま

で
委
託
が
増
え
て
い
る
。
県

関
係
で
ま
ち
づ
く
り
技
術
セ

ン
タ
ー
に
委
託
を
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
町
の
中

で
技
術
を
蓄
積
し
、
職
員
を

育
て
て
い
く
と
い
う
部
分
も

非
常
に
大
切
だ
と
思
う
。
委

託
費
も
か
な
り
増
え
て
き
て

い
る
の
で
、
技
術
職
員
を
育

て
る
考
え
方
は
。
工
事
監
理

な
ど
は
、
設
計
監
理
委
託
で

行
う
の
か
。
 

町
長
　
当
然
心
配
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
建
築
に
お
け

る
技
術
職
員
の
補
充
は
で
き

ま
し
た
が
、
長
寿
命
化
計
画

な
ど
の
計
画
は
、
定
年
退
職

し
た
職
員
を
再
任
用
し
、
協

力
を
願
っ
て
い
ま
す
。
土
木

職
員
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、

職
員
育
成
の
必
要
性
は
感
じ

て
い
ま
す
。
土
木
職
員
募
集

を
し
ま
し
た
が
、
応
募
者
が

な
か
っ
た
年
も
あ
り
ま
し
た
。

近
年
は
、
兵
庫
県
ま
ち
づ
く

り
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力

を
願
っ
て
、
対
応
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
職
員
を
育
成

し
て
い
く
考
え
は
持
っ
て
い

ま
す
。
 

議
員
　
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
は
一
部
の
例
外
を
除

い
て
、
県
下
一
律
だ
。
こ
れ

ら
も
参
考
に
し
つ
つ
、
国
民

健
康
保
険
の
都
道
府
県
営
化

に
つ
い
て
も
の
ぞ
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
福
崎
町
の
言

い
分
は
言
い
分
と
し
て
議
論

し
、
そ
こ
で
記
録
も
残
し
、

言
う
べ
き
は
県
に
対
し
て
も

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
の
考
え
は
。
 

町
長
　
医
療
水
準
が
低
い
県

内
の
一
部
の
地
域
で
は
、
一

定
の
割
合
で
減
額
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
29
年
度
は
、
減

額
分
が
半
分
、
30
年
度
か
ら

は
県
下
一
律
と
な
り
ま
す
。

高
度
医
療
が
受
け
ら
れ
る
地

域
と
受
け
ら
れ
な
い
地
域
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
も
違
い
ま
す

が
、
保
険
料
は
同
じ
よ
う
な

方
式
で
算
出
さ
れ
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
は
、
平
成
30
年

度
以
降
、
県
が
保
険
者
と
な

り
ま
す
。
現
在
、
ま
だ
は
っ

き
り
し
た
部
分
は
見
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
県
が
行
う
部
分

で
は
、
基
金
等
、
今
後
創
設

さ
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
ら
を
含
め
た
対
応
の
あ
り

方
は
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
し
、
福
崎
町
に

お
い
て
も
、
保
険
税
が
高
額

と
な
る
部
分
に
つ
い
て
は
基

金
活
用
等
を
含
め
た
対
応
も

検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
 

○
定
例
会
本
会
議
で
の
主
な
質
疑
○
 

豆 識 知 
不納欠損とは 
滞納処分の執行停止に該当し滞納分の
徴収金が徴収できなくなったとして、
その納税義務を消滅させること。 

滞納処分の執行停止とは 
財産調査の結果、滞納処分（差押）する財産がない
ときや滞納処分をすることで生活が著しく困難に
なるとき、また滞納者が所在不明の場合、滞納処
分を停止すること。 

平成29年度　一般会計補正予算を可決 

　一般会計は、歳入歳出それぞれ7380万円を追加して総額87億7380万円としました。主なものは、下の

とおりで、賛成全員により原案のとおり可決しました。 

子ども子育て支援新制度システム改修委託料 

ため池整備事業費（美野谷下池） 

県単独治山事業費（西大貫） 

もちむぎのやかた乾燥機等購入費 

官民連携基盤整備推進支援業務委託料（西部工業団地拡張工事） 

福崎東中学校プール防水工事費 

エルデホール空調設備改修工事費 

スポーツ公園テニスコート改修工事費 

体育館トレーニングマシン購入費 

1 8 0 万円 

5 1 0 万円 

　4 9 8 万円 

3 1 0 万円 

1 2 0 0 万円 

2 5 0 万円 

1 7 0 万円 

1 2 0 0 万円 

2 4 0 万円 
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豆 識 知 人権擁護委員って？ 
　人権擁護委員法に基づいて、人権相談を受
けたり人権の考えを広める活動をしている民
間ボランティアです。人権擁護委員制度は、
様々な分野の人たちが人権思想を広め、地域
の中で人権が侵害されないように配慮して人
権を擁護していくことが望ましいという考え
から設けられたものです。 

人
権
擁
護
委
員
に
 

　
玉
置
明
美
氏
を
同
意
 

 住
所
　
福
崎
町
八
千
種
（
余
田
）
 

 任
期
　
平
成
30
年
1
月
1
日
〜

　
　
　
　
平
成
32
年
12
月
31
日
 

議
員
　
受
取
配
当
金
は
ど
こ
へ
出
資

し
て
い
る
の
か
。
 

地
域
振
興
課
長
　
但
陽
信
用
金
庫
に

預
入
を
し
て
い
る
も
の
で
、
信
用
金

庫
は
協
同
組
織
の
た
め
、
会
員
に
し

か
融
資
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
出
資

し
て
い
ま
す
。
 

議
員
　
第
28
期
の
決
算
で
は
当
期
純

利
益
が
2
4
0
0
万
円
出
て
い
る
。

し
か
し
、
借
入
金
返
済
は
8
0
0
万

円
と
し
、
長
期
借
入
金
残
高
は
1
億

2
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
借
入

金
に
つ
い
て
は
利
益
が
上
が
っ
た
と

き
に
早
め
に
返
し
て
お
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
思
う
が
。
 

地
域
振
興
課
長
　
返
済
に
つ
い
て
は

金
銭
消
費
貸
借
契
約
書
を
結
ん
で
お

り
、
本
来
、
平
成
29
年
1
月
に
2
0
 

0
万
円
を
償
還
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、
利

益
が
多
く
上
が
っ
た
こ
と
で
、
前
倒

し
に
返
済
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の

で
、
2
期
分
、
6
0
0
万
円
を
前
倒

し
返
済
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
利
益

が
上
が
れ
ば
前
倒
し
返
済
を
し
、
契

約
よ
り
も
早
い
償
還
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
 

町
長
　
役
員
会
の
中
で
も
い
ろ
ん
な

議
論
が
出
て
い
ま
し
た
。
返
済
計
画

に
基
づ
く
も
の
で
は
、
2
期
分
を
前

倒
し
で
払
い
ま
し
た
。
本
来
で
し
た

ら
、
も
う
少
し
支
払
い
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
出
て
い
ま

し
た
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
や
今

後
の
リ
ピ
ー
タ
ー
等
が
ど
の
よ
う
な

動
き
に
な
る
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
見

通
し
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
を

見
き
わ
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
の
結

論
と
な
り
ま
し
た
。
 

議
員
　
広
告
宣
伝
費
と
は
、
主
に
ど

う
い
っ
た
費
用
か
。
 

町
長
　
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

と
き
に
、
新
聞
等
へ
広
告
宣
伝
を
し

て
い
ま
す
。
 

地
域
振
興
課
長
　
案
内
板
や
看
板
を

町
内
で
15
カ
所
設
置
し
て
い
ま
す
。

主
な
設
置
場
所
は
、
田
尻
の
交
差
点

な
ど
に
「
も
ち
む
ぎ
の
や
か
た
」
と

い
う
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
 

議
員
　
利
益
に
対
す
る
法
人
税
等
の

割
合
が
昨
年
に
比
べ
増
え
て
い
る
よ

う
に
思
う
が
。
 

地
域
振
興
課
長
　
昨
年
度
は
繰
越
欠

損
金
と
し
て
過
去
の
欠
損
金
が
あ
っ

た
た
め
、
課
税
対
象
と
な
る
所
得
が

下
が
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

年
度
は
繰
越
欠
損
金
が
な
い
た
め
、

所
得
が
そ
の
ま
ま
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

第
28
期

㈱
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー
の
決
算
内
容
を
報
告
 

第２８期㈱もちむぎ食品センター決算状況 
（平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日） 
売上高 
売上総利益 
営業利益 
経常利益 
税引前当期純利益 
当期純利益 

2億695万4771円  
1億658万3810円  
3915万9625円  
4031万3030円  
3636万8396円  
2421万2260円  
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9月定例会  

第475回福崎町議会定例会提出議案と審議結果 

●定例会における出席状況および議案に対する賛否● 

本会議1日目（9月1日） 
本会議2日目（9月5日） 
決算審査特別委員会1日目（9月6日） 
決算審査特別委員会2日目（9月7日） 
決算審査特別委員会3日目（9月8日） 
決算審査特別委員会4日目（9月11日） 
総務文教常任委員会（9月12日） 
民生まちづくり常任委員会（9月13日） 
福崎駅周辺整備対策特別委員会（9月14日） 
本会議3日目（9月20日） 
本会議4日目（9月21日） 
本会議5日目（9月22日） 

注1　「〇」は出席です。 
注2　高井議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。また、総務文教常任委員会以外の委員会にはオブザーバーとして出席します。 
注3　委員会の出欠については所属する委員のみ表示しており、「－」の委員は出席の必要はありません。 
注4　賛否が分かれた議案についてのみ掲載しています。 

高
井
國
年
 

城
谷
英
之
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

牛
尾
雅
一
 

山
口
　
純
 

木
村
い
づ
み
 

河
嶋
重
一
郎
 

前
川
裕
量
 

北
山
孝
彦
 

三
輪
一
朝
 

柴
田
幹
夫
 

松
岡
秀
人
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－ 
－ 
－ 
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議席番号・議員名 

会 議 名  

出
欠
の
状
況
 

採
択
の
結
果
 

審議結果 
 

報告及び質疑
 

賛成全員 同意 
 
 
 

賛成全員 認定 
 
 
 
 
 

 
賛成全員 可決 

 
 
 
 
 

賛成少数 不採択
 

賛成多数 採択 
 

賛成多数 可決 

議案等番号 件　　　　　　名  
報告第 6 号 
報告第 7 号 
議案第52号 
議案第53号 
議案第54号 
議案第55号 
議案第56号 
議案第57号 
議案第58号 
議案第59号 
議案第60号 
議案第61号 

議案第62号
 

 
議案第63号 
議案第64号 
議案第65号 
 
請願第 1 号 
請願第 2 号 
請願第 3 号 
 
要　望　書 

 
第28期 株式会社もちむぎ食品センター決算報告 
平成28年度 健全化判断比率及び資金不足比率の報告 
人権擁護委員の推薦 
平成28年度 福崎町一般会計歳入歳出決算認定 
平成28年度 福崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 
平成28年度 福崎町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定 
平成28年度 福崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 
平成28年度 福崎町水道事業会計歳入歳出決算認定 
平成28年度 福崎町工業用水道事業会計歳入歳出決算認定 
平成28年度 福崎町下水道事業会計歳入歳出決算認定 
福崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例 
福崎町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 
福崎町地域包括支援センターが包括的支援事業を実施するために必要な基準を定める 
条例の一部を改正する条例 
福崎町手数料条例の一部を改正する条例 
平成29年度 福崎町一般会計補正予算（第1号） 
平成29年度 福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 
 
「農業者戸別所得補償制度」の復活を求める請願 
「共謀罪」を規定する「改正組織犯罪処罰法」の廃止を求める意見書の提出をもとめる請願 
地域建設産業の再生に関する請願 
 
地域建設産業の再生に関する要望書 

（町長提案分） 

（議員提案分） 

（委員会提案分） 

2 
11 
2 
11 
7 
6 
7 
6

賛成 
反対 
賛成 
反対 
賛成 
反対 
賛成 
反対 

「農業者戸別所得補償制度」の復活を 
求める請願 
「共謀罪」を規定する「改正組織犯罪処罰法」の 
廃止を求める意見書の提出をもとめる請願 

地域建設産業の再生に関する請願 
 
地域建設産業の再生に関する要望書 



7 ふくさき議会だより　第144号 

調理業務など企画提案により受託者を選定へ 調理業務など企画提案により受託者を選定へ 調理業務など企画提案により受託者を選定へ 

総務文教常任委員会  

　第5次行政改革実施計画で、給食の調理・運搬業務の民間委託を行うとしています。行政需要に即した

職員配置と人件費コストの抑制、労務管理の軽減、民間ノウハウの活用をはかるため、平成30年度から

導入します。 

　受託者の決定は、町長、副町長、教育長、技監、総務課長、企画財政課長、給食センター所長、校長会

代表、ＰＴＡ代表で構成する福崎町給食共同調理センター業務委託総合評価審査会により、企画提案（プ

ロポーザル）を審査し、金額だけでなく総合的に受託業者を選びます。 

　学校給食全般については、実施主体である福崎町が今後も責任をもって行います。 

福崎幼児園西側隣接地 寄付 

　福崎幼児園に隣接する土地の所有者から寄付の申

し出がありました。福崎幼児園は以前から駐車場が

不足しているため、駐車場の拡張を検討するとのこ

とです。  

所在：福崎町福崎新字中島461番 

地目：田 

面積：1,325㎡ 
寄付を受けた農地（福崎幼児園西側） 

委
員
長
　
木
村
い
づ
み
 

副
委
員
長
　
石
野
　
光
市
 

委
　
　
員
　
牛
尾
　
雅
一
 

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之
 

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

●閉会中における委員会出席状況● 

7月25日 
8月22日 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

欠 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

木
村
い
づ
み
 

石
野
光
市
 

牛
尾
雅
一
 

城
谷
英
之
 

高
井
國
年
 

松
岡
秀
人
 

三
輪
一
朝
 

議 員 名  
開 催 日  

○民間委託する業務内容 
・ 食材の検収業務 

・ 作業工程表・動線図等の作成業務 

・ 調理業務 

・ 配缶業務 

・ 保存食の保存 

・ 配送・回収業務 

・ 配送車の日常管理・点検整備 

・ 食器具等の洗浄・消毒・保管業務 

・ 残菜・塵芥の集積業務 

・ ボイラー等の日常運転及び点検業務 

・ 調理施設・設備・センター敷地の清掃及び日常点検 

○町が引き続き行う業務内容 
・ 献立作成業務 

・ 栄養指導業務 

・ 食育推進業務 

・ 食数管理業務 

・ 給食費徴収等業務 

・ 食材の選定・調達業務 

・ 検食業務 

・ 残菜・塵芥の処理業務 

・ 施設・設備の保守・改修 

給食共同調理センター 

注　「〇」は出席、「欠」は欠席です。 
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民生まちづくり常任委員会  

新ごみ処理施設建設へ 新ごみ処理施設建設へ 新ごみ処理施設建設へ 

委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

委
　
　
員
　
河
嶋
重
一
郎
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
小
林
　
　
博
 

委
　
　
員
　
柴
田
　
幹
夫
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

●閉会中における委員会出席状況● 

7月26日 
8月23日 

注1　「〇」は出席です。 
注2　高井議長は、オブザーバーとして出席します。 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

前
川
裕
量
 

山
口
　
純
 

河
嶋
重
一
郎
 

北
山
孝
彦
 

小
林
　
博
 

柴
田
幹
夫
 

冨
田
昭
市
 

高
井
國
年
 

議 員 名  
開 催 日  

ごみ処理問題　１問１答 

委員会としての取り組み 

問1　なぜ今ごみ処理計画の検討を？ 
答　くれさかクリーンセンターの焼却炉が平成32

年度末で稼働停止となるためです。 

 
問2　焼却炉が稼働停止となるとどうなる？ 
答　平成32年度末以降はくれさかクリーンセンタ

ーで可燃ごみの焼却処理ができなくなるため、

姫路市の施設に搬入するという形で協議して

います。なお、粗大ごみ処理施設等は引き続

き使用できます。 

 
問3　新たなごみ処理施設は？ 
答　次期ごみ処理検討委員会を神崎郡3町の副町

長及び担当課で構成し、検討しています。 

 
問4　学識経験者などを含めて検討すべきでは？ 
答　現時点では現在の構成メンバーで対応します。

時期が来れば学識経験者等の参加も検討しま

す。 

問5　新施設の候補地は？ 
答　現在、神崎郡3町から5か所ずつ程度を選定

する業務を実施しています。あわせて、公募

方式による選定も検討しています。 

 
問6　公募方式による選定とは？ 
答　条件等を明示したうえで3町全体から募集す

ることです。 

 
問7　新施設の建設はいつごろ？ 
答　候補地の決定に時間がかかることが予想され

ます。平成40年4月までに新施設を稼働させ

ることを目標としています。 

　ごみ問題は町にとっても非常に大きな問題です。新ごみ処理施設を建設するにも、姫路市と協力する

にも、様々な問題があります。 

　当委員会として、ごみ処理問題を大きな課題と捉え、先進地の視察等を実施して見識を深め、取り組

みを強化していきます。 

����
����
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����
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����
����

くれさかクリーンセンター 



ＪＲ福崎駅バリアフリー化の方針決まる ＪＲ福崎駅バリアフリー化の方針決まる ＪＲ福崎駅バリアフリー化の方針決まる 

福崎町美術展 

9 ふくさき議会だより　第144号 

　ＪＲ福崎駅バリアフリー化への取り組みとして、ＪＲ福
知山支社から既存の跨線橋にエレベーターを2基設置する
方針が出されたとの報告を受けました。なお、跨線橋の安
全性に関しての対応として、耐震化工事等も実施予定です。 
　また、さらなる安全性の向上をめざして、ホーム内側に
線状の突起を設けてホームの内外が分かるようにする「内
方線ブロック」を設置予定であるとの報告を受けました。 
　事業年度は平成31年度から平成32年度の2ヵ年を予定
されています。 
　これらの方針を受け、観光交流センターの基本設計等へ
の着手が可能となりました。福崎駅周辺整備工事の一層の
進展が期待されます。 

既存の跨線橋にエレベーターを設置 

　用地取得状況（平成29年9月8日現在）
について報告を受けました。新たに商店
が開業されるなど、移転計画は概ね順調
に進んでいるとのことです。 

用地取得状況報告 

福崎駅周辺整備対策特別委員会  

注1　「〇」は出席、「欠」は欠席です。 
注2　高井議長は、オブザーバーとして出席します。 

○ 

○ 

○

○

○ 

○ 

○ 

○

○

○ 

○ 

欠 

欠

○

－ 

○ 

○ 

○

○

－ 

○ 

○ 

○

○

－ 

○ 

○ 

欠

○

－ 

○ 

－ 

○

○

－ 

議員名 

開催日 

●議会広報常任委員会● 

石
野
光
市
 

柴
田
幹
夫
 

北
山
孝
彦
 

木
村
い
づ
み
 

松
岡
秀
人
 

三
輪
一
朝
 

高
井
國
年
 

　9　月22日 

10月　4　日 

10月18日 

10月23日 

10月26日 

○

○ 

○

○ 

○

○ 

○

○ 

○

○ 

○

○ 

○

○ 

議員名 

開催日 

●議会運営委員会● 

河
嶋
重
一
郎
 

山
口
　
純
 

牛
尾
雅
一
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

前
川
裕
量
 

高
井
國
年
 

　8　月25日 

　9　月29日 

 

駅南幹線 

甘地福崎線 

福崎駅田原線 

駅前広場 

合　計 

契約済 

12/12筆 

31/31筆 

 9 /12筆 

14/14筆 

66/69筆 

 

12/12筆 

26/31筆 

 9 /12筆 

 9 /14筆 

56/69筆 

 

1,286㎡ 

3,244㎡ 

2,310㎡ 

   762㎡ 

7,602/10,010㎡ 

取得完了（登記済） 

現地視察風景 福崎駅の跨線橋 
　こ　　　　　せん　きょう 
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3月定例会 3月定例会 一般質問  

ふくさき議会だより　第144号 

「一般質問」は、公の場である議会で、行政全般について町長の考え方
や町政をただし、また、議員自らも政策提言を行い、政治姿勢を明らか
にする大切な場です。質問をする議員は、町長に事前に質問内容を通告
し、議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した議員が
原稿を起こし、「議会だより」に掲載しています。 

①前回の質問について 

①安全・安心の町づくりについて 

②町道の管理について 

③全国に向けた福崎町の発信について 

①２級町道大門石引線の舗装工事について 

②町正面玄関横喫煙コーナー撤去について 

③学童保育の取組について 

①市川河川敷について 

②側溝について 

③町道について 

①職員の人材育成について 

②職員の採用について 

③空き家対策について 

①高齢者の運転免許自主返納について 

②町内業者の育成について 

③青少年育成・スポーツ振興推進について 

①高齢者福祉について 

 

 

 

①公図の基点について 

②役場駐車場について 

③農業施策について 

④入札・公契約条例について 

⑤観光について 

⑥市川の雑木の処理について 

①防災について 

②教育について 

③国保・介護保険について 

④鳥獣被害等の対策について 

⑤農業問題について 

⑥観光行政について 

山口　純 

牛尾　雅一 

 

 

河嶋重一郎 

 

 

柴田　幹夫 

 

 

三輪　一朝 

 

 

前川　裕量 

 

 

木村いづみ 

冨田　昭市 

 

 

石野　光市 

　 

 

 

 

 

小林　博 

①幼児教育の無償化に向けた取組について 

②災害時の避難場所として利用する公 
　立小・中学校の機能について 

③公文書の管理について 
 



11 ふくさき議会だより　第144号 

一般質問  

問
　
8
月
に
各
戸
配
布
さ
れ

た
議
会
だ
よ
り
第
1
4
3
号

に
掲
載
し
た
一
般
質
問
の
内

容
の
中
で
、
一
部
関
係
者
の

皆
様
に
対
す
る
配
慮
に
欠
け

る
内
容
が
あ
っ
た
と
認
識
し
、

関
係
各
位
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
 

　
前
回
の
質
問
は
、
安
全
管

理
に
つ
い
て
の
調
査
中
の
一

例
と
し
て
、
福
崎
町
の
特
産

品
で
あ
る
も
ち
麦
の
生
産
者

の
ご
意
見
を
軸
に
構
成
し
た

内
容
で
し
た
。
し
か
し
、
議

会
だ
よ
り
に
記
事
と
し
て
掲

載
し
た
時
に
は
、
文
字
数
制

限
の
都
合
上
、
要
点
の
み
を

掲
載
し
た
形
に
な
り
、
結
果
、

関
係
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と
に
つ
い
て

改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
 

教
育
長
　
学
校
教
育
は
答
え

を
1
つ
に
求
め
が
ち
で
す
。

社
会
教
育
に
は
人
の
数
だ
け

答
え
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の

方
の
意
見
を
聞
く
の
は
、
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 

前
回
の
質
問
に
つ
い
て
 

山 口 　 純  

　
人
の
数
だ
け
答
え
が
あ
り
ま
す
 

問
　
町
の
地
方
創
生
に
は
柳

田
國
男
の
存
在
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
ド
ラ

マ
で
福
崎
町
が
誇
る
柳
田
國

男
を
含
む
5
兄
弟
を
主
人
公

に
し
た
番
組
の
制
作
を
要
望

は
出
来
な
い
か
。
 

社
会
教
育
課
長
　
要
望
は
難

し
い
で
す
が
、
テ
レ
ビ
局
か

ら
の
要
請
に
は
積
極
的
に
協

力
し
て
い
き
ま
す
。
 

問
　
戦
国
時
代
の
武
将
と
し

て
郷
土
の
偉
人
後
藤
又
兵
衛

を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
に

取
り
あ
げ
て
も
ら
う
活
動
は
。
 

地
域
振
興
課
長
　
地
元
の
盛

り
上
が
り
に
向
け
た
取
り
組

み
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

問
　
近
年
温
暖
化
の
影
響
で

草
の
生
育
が
早
く
特
に
市
街

化
調
整
区
域
の
方
に
と
っ
て

草
刈
り
は
重
く
の
し
か
か
っ

て
い
ま
す
。
現
在
町
が
行
っ

て
い
る
町
道
の
草
刈
り
の
維

持
管
理
の
範
囲
を
広
げ
、
か

つ
回
数
を
増
や
す
な
ど
し
て

住
民
の
方
の
負
担
軽
減
を
図

れ
な
い
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
道
路
予

算
に
も
限
り
が
あ
る
た
め
、

農
地
の
所
有
者
の
方
や
自
治

会
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
で

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
が
実
態
で
す
。
 

問
　
福
田
大
歳
神
社
前
か
ら

七
種
川
へ
の
水
路
拡
張
工
事
 

（
直
谷
第
2
雨
水
幹
線
整
備
）
 

を
計
画
し
て
い
る
が
、
最
近

の
豪
雨
を
考
え
る
と
、
土
地

の
落
差
を
有
効
に
使
え
る
Ｊ

Ｒ
の
第
3
西
山
筋
踏
切
ま
で

の
暗
渠
排
水
の
追
加
を
求
め

る
が
。
 

公
営
企
業
参
事
　
今
後
整
備

予
定
の
直
谷
第
2
雨
水
幹
線

は
既
設
水
路
の
断
面
を
広
げ

る
こ
と
で
7
年
確
率
の
降
水

量
を
処
理
で
き
る
見
込
み
で

す
。
ま
ず
は
地
元
の
方
と
調

整
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

柳
田
國
男
・
5
兄
弟
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
ド
ラ
マ
に
 

牛 尾 雅 一  

　
要
望
は
難
し
い
が
要
請
が
あ
れ
ば
協
力
し
て
い
き
ま
す
 

市街化調整区域の町道際の雑草 

全て修復済みの防球ネット（福崎西中学校） 

あ
ん
き
ょ
 



12

3月定例会 3月定例会 一般質問  

ふくさき議会だより　第144号 

市
川
河
川
敷
整
備
に
つ
い
て
 

　
大
き
く
進
展
し
て
い
ま
す
 

柴 田 幹 夫  

問
　
神
崎
橋
南
の
市
川
右
岸

に
建
物
が
あ
る
が
、
所
有
者

の
把
握
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 
6
名
の

所
有
者
が
11
棟
を
所
有
さ
れ
、

住
所
・
氏
名
は
確
認
が
取
れ

て
い
ま
す
。
う
ち
1
棟
に
は

居
住
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
 

問
　
所
有
者
と
の
交
渉
は
進

ん
で
い
る
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
6
名
の

方
に
所
有
権
放
棄
の
同
意
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
1
名

の
方
か
ら
3
棟
の
所
有
権
放

棄
の
同
意
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
 

問
　
1
名
の
方
と
話
が
つ
い

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ

か
ら
解
体
工
事
を
進
め
て
は

ど
う
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
昨
年
と

同
様
、
地
元
と
町
の
協
力
を

得
な
が
ら
解
体
を
進
め
る
方

針
で
す
。
 

問
　
町
道
中
島
井
ノ
口
線
の

歩
道
の
側
溝
に
溝
蓋
が
な
い

箇
所
が
あ
る
。
側
溝
は
90
㎝

く
ら
い
の
深
さ
が
あ
り
、
危

険
だ
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
こ
の
箇

所
は
道
路
側
溝
で
あ
り
、
歩

行
者
や
自
転
車
の
安
全
確
保

の
た
め
、
転
落
防
止
柵
の
設

置
を
検
討
し
ま
す
。
 

問
　
町
道
新
町
天
満
神
社
か

ら
西
へ
国
道
3
1
2
号
線
ま

で
つ
な
が
る
3
級
町
道
3
7
 

7
号
線
の
拡
幅
は
ど
う
か
。

拡
幅
が
進
め
ば
土
地
の
開
発

が
進
み
、
福
崎
町
の
定
住
人

口
の
増
加
に
な
る
と
確
信
し

て
い
る
。
早
期
の
着
工
を
求

め
る
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
毎
年
、

年
末
に
区
長
か
ら
翌
年
度
の

予
算
要
望
を
い
た
だ
い
て
予

算
を
配
分
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

町道中島井ノ口線歩道の側溝 

町
道
大
門
石
引
線
の
舗
装
は
い
つ
す
る
の
か
 

　
平
成
29
年
11
月
頃
の
入
札
を
予
定
し
て
い
ま
す
 

河嶋重一郎 

問
　
2
級
町
道
大
門
石
引
線

は
亀
坪
中
池
南
か
ら
林
道
笠

形
線
ま
で
の
約
2
6
0
ｍ
が

未
舗
装
で
あ
る
が
、
な
ぜ
舗

装
し
な
い
の
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 
平
成
29

年
度
当
初
予
算
で
舗
装
工
事

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

問
　
い
つ
舗
装
す
る
の
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
平
成
29

年
11
月
頃
の
入
札
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
 

問
　
昨
今
受
動
喫
煙
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
役
場
正
面

玄
関
横
の
喫
煙
場
所
と
役
場

裏
の
職
員
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
を

少
し
改
良
し
た
ら
と
思
う
が
。
 

総
務
課
長
　
今
年
に
入
り
来

庁
者
用
の
喫
煙
場
所
を
北
側

に
移
動
し
、
植
栽
で
囲
み
、

灰
皿
も
1
つ
と
し
、
立
っ
て

喫
煙
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

し
ま
し
た
。
現
状
で
は
煙
が

玄
関
ま
で
届
く
こ
と
は
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

問
　
学
童
保
育
、
保
育
料
支

払
に
つ
い
て
役
場
支
払
の
時

間
延
長
、
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ

納
付
等
は
で
き
な
い
か
。
 

会
計
管
理
者
　
3
時
以
降
で

も
教
育
委
員
会
で
納
め
て
い

た
だ
け
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
納

付
は
今
後
費
用
対
効
果
も
考

慮
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く

べ
き
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
 

問
　
学
童
保
育
園
へ
の
夏
休

み
中
の
給
食
は
。
 

学
校
教
育
課
長
　
現
時
点
で

は
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問
　
東
部
学
童
の
居
場
所
が

狭
い
よ
う
に
思
う
が
。
 

学
校
教
育
課
長
　
今
後
は
利

用
人
数
が
多
い
日
に
は
東
に

隣
接
す
る
県
民
交
流
広
場
の

利
用
な
ど
も
含
め
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

大門石引線の未舗装部分 
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一般質問  

問
　
本
町
の
市
街
化
調
整
区

域
の
空
き
家
に
移
住
し
て
農

業
を
希
望
す
る
方
が
あ
る
が

30
a
以
上
の
農
家
で
あ
る
こ

と
な
ど
で
、
転
入
者
と
農
業

の
担
い
手
を
失
し
て
し
ま
い

地
方
創
生
の
趣
旨
や
、
働
き

手
改
革
に
沿
わ
な
い
と
考
え

る
が
。
 

農
林
振
興
課
長
　
30
a
よ
り

も
小
さ
な
面
積
要
件
が
可
能

で
す
。
神
河
町
は
山
間
部
区

域
の
み
10
a
に
。
加
西
市
、

小
野
市
で
は
空
き
家
の
隣
地

農
地
で
は
1
a
で
す
。
直
近

の
制
度
導
入
で
、
顕
著
な
効

果
は
不
明
で
す
が
、
本
町
で

も
新
規
就
農
を
希
望
さ
れ
る

方
と
空
き
家
と
農
地
を
手
放

す
方
の
状
況
等
を
調
査
し
、

1
〜
2
年
の
う
ち
に
検
討
し
、

方
向
性
を
出
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
市
街
化

調
整
区
域
の
空
き
家
の
利
活

用
は
、
特
別
指
定
区
域
制
度

に
お
け
る
人
口
減
少
集
落
で

は
、
誰
で
も
住
宅
を
建
設
で

き
る
「
新
規
居
住
者
の
住
宅

区
域
制
度
」
を
活
用
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

問
　
高
岡
地
区
な
ど
は
市
街

化
調
整
区
域
で
、
新
た
な
住

宅
建
設
や
、
空
き
家
の
流
通

に
は
厳
し
い
規
制
が
あ
る
。

人
口
減
少
が
見
ら
れ
る
地
域

で
は
、
規
制
を
解
除
し
人
口

減
少
対
策
や
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
市
街
化

区
域
、
市
街
化
調
整
区
域
の

線
引
き
廃
止
は
、
本
町
で
は

考
え
て
お
ら
ず
、
こ
れ
以
外

の
方
法
で
は
、
難
し
い
状
況

で
す
。
集
落
の
考
え
方
に
も

よ
り
ま
す
が
「
新
規
居
住
者
 

の
住
宅
区
域
制
度
」
等
を
設

け
る
の
か
ど
う
か
、
今
後
集

落
と
の
調
整
に
よ
り
ま
す
が

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
 

 

空
き
家
問
題
と
関
連
事
項
に
つ
い
て
 

三 輪 一 朝  

　
法
・
制
度
の
活
用
で
打
開
を
図
り
た
い
 

新規居住者の住宅区域制度とは 

問
　
高
齢
者
の
運
転
免
許
自

主
返
納
に
つ
い
て
、
福
崎
町

に
お
い
て
は
、
運
転
免
許
を

自
主
返
納
す
る
と
い
う
こ
と

は
高
齢
者
に
と
っ
て
大
き
な

障
害
が
発
生
す
る
。
買
い
物

に
行
く
に
し
て
も
病
院
へ
行

く
に
し
て
も
、
都
市
部
の
よ

う
に
公
共
交
通
機
関
が
充
実

し
て
い
な
い
福
崎
町
で
は
、
 

大
変
不
自
由
な
こ
と
だ
と
思

わ
れ
る
。
返
納
者
に
対
し
て
、

例
え
ば
タ
ク
シ
ー
券
配
布
サ

ー
ビ
ス
等
を
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
返
納
後
の

交
通
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
財
源
等

の
問
題
も
あ
り
、
タ
ク
シ
ー

券
の
配
布
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
現
在
実
施
中
の
優
遇
措

置
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
ら
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
 

問
　
町
の
発
展
に
は
町
内
の

商
工
業
の
発
展
が
欠
か
せ
な

い
。
そ
こ
で
、
町
行
政
が
発

注
す
る
物
品
、
建
築
建
設
等

様
々
な
入
札
、
見
積
も
り
に

お
い
て
、
町
内
業
者
の
参
入

も
求
め
る
も
の
だ
。
県
及
び

近
隣
の
市
町
と
比
較
し
て
本

町
の
最
低
制
限
価
格
の
水
準

は
ど
う
か
。
ま
た
、
見
直
す

意
向
は
あ
る
の
か
。
 

企
画
財
政
課
長
　
当
町
の
最

低
制
限
価
格
の
設
定
は
、
近

隣
市
町
、
兵
庫
県
に
比
べ
低

く
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
 

町
長
　
入
札
等
に
関
し
て
、

現
在
、
適
正
に
執
行
し
て
お

り
、
見
直
し
を
す
る
必
要
は

感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
 

高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納
に
つ
い
て
 

前 川 裕 量  

　
返
納
後
の
交
通
手
段
の
確
保
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
 

　本町では、都市計画区域を市街
化区域と市街化調整区域に区分す
る線引き制度を導入している。市
街化調整区域では自然環境や農地
を守るため、建物の建設が厳しく
制限されているが、兵庫県ではそ
の一部を緩和する「特別指定区域
制度」を設けており、本町では、
人口減少集落に誰でも住宅を建築
できる「新規居住者の住宅区域」
に1集落。集落周辺に10年以上居
住していた方が住宅を建築できる
「地縁者の住宅区域」に28集落
の指定を受けている。 

免許返納制度のパンフレット 
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幼
児
教
育
の
無
償
化
を
求
め
る
 

　
国
の
動
向
に
従
い
進
め
て
い
き
ま
す
 

冨 田 昭 市  

問
　
家
計
の
負
担
を
軽
く
す

る
た
め
に
、
「
認
定
こ
ど
も

園
」
す
べ
て
の
幼
児
教
育
の

無
償
化
を
求
め
る
。
 

学
校
教
育
課
長
　
国
の
動
向

に
従
い
本
町
で
も
無
償
化
を

検
討
し
、
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

問
　
少
子
化
対
策
の
取
り
組

み
と
今
後
の
方
針
は
。
 

学
校
教
育
課
長
　
国
・
県
の

動
向
に
沿
っ
て
施
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
 

問
　
住
民
の
避
難
場
所
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
は

小
・
中
学
校
を
含
め
て
何
か

所
あ
り
、
そ
の
施
設
の
利
用

計
画
は
策
定
済
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
避
難
所
は

19
か
所
あ
り
、
運
営
計
画
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
定
め
て
い

ま
す
が
、
避
難
時
に
利
用
す

る
物
品
に
つ
い
て
は
防
災
備

蓄
倉
庫
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
 

問
　
災
害
発
生
時
に
、
必
要

な
物
品
と
し
て
食
料
や
水
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
断
水
時
に

利
用
で
き
る
排
せ
つ
の
備
え

は
。
 

住
民
生
活
課
長
　
学
校
に
は

備
え
て
い
ま
せ
ん
が
防
災
備

蓄
倉
庫
に
あ
り
、
今
後
、
増

や
し
て
い
く
予
定
で
す
。
 

問
　
公
文
書
の
管
理
制
度
と

公
文
書
管
理
条
例
は
福
崎
町

独
自
の
も
の
が
あ
る
の
か
。
 

総
務
課
長
　
福
崎
町
文
書
管

理
規
定
を
定
め
て
い
ま
す
の

で
そ
れ
に
基
づ
き
管
理
を
し

て
い
ま
す
。
 

問
　
歴
史
的
公
文
書
は
永
久

保
存
が
原
則
で
あ
る
が
、
管

理
と
保
存
方
法
は
。
 

総
務
課
長
　
歴
史
的
価
値
が

あ
る
も
の
は
、
そ
の
時
点
で

は
解
り
ま
せ
ん
が
、
一
定
期

間
が
過
ぎ
ま
す
と
歴
史
的
価

値
が
あ
る
か
な
い
か
判
断
し

保
存
を
決
め
て
い
ま
す
。
 

問
　
町
内
に
お
け
る
独
居
要

介
護
認
定
者
の
数
も
増
え
て

い
る
現
在
、
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

も
多
い
が
、
生
活
援
助
の
ご

み
出
し
に
お
い
て
は
、
訪
問

ヘ
ル
パ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
に
入

っ
た
時
に
は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
回
収
が
終
わ
っ
て

い
る
の
が
現
状
。
生
ご
み
処

理
機
の
全
額
補
助
を
要
望
す

る
が
、
独
居
要
介
護
者
の
ご

み
問
題
に
つ
い
て
、
対
応
策

は
あ
る
の
か
。
 

住
民
生
活
課
長
　
生
ご
み
処

理
機
は
、
ご
み
を
減
ら
す
と

い
う
こ
と
で
は
効
果
が
あ
り

ま
す
が
ご
み
出
し
の
軽
減
に

つ
な
が
る
と
は
考
え
に
く
く
、

全
額
補
助
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
各
地
区
を
回
り
、
「
地

域
支
え
合
い
会
議
」
を
開
催

し
、
地
域
で
の
互
助
を
中
心

に
、
自
助
・
互
助
・
共
助
の

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
話
を

進
め
て
い
ま
す
。
独
居
高
齢

者
の
ご
み
出
し
支
援
に
つ
い

て
も
話
し
合
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
 

問
　
高
齢
者
福
祉
施
策
の
さ

ら
な
る
充
実
を
強
く
要
望
す

る
が
、
認
知
症
高
齢
者
や
す

ら
ぎ
支
援
事
業
は
、
認
知
症

は
な
く
、
歩
行
が
や
や
困
難

な
高
齢
者
は
利
用
で
き
な
い

の
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
町
内
に
居

住
す
る
認
知
症
高
齢
者
等
で

在
宅
生
活
を
続
け
る
た
め
に

支
援
員
の
派
遣
が
必
要
な
方

が
あ
れ
ば
、
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
く
て
も
利
用
で
き

ま
す
。
 

独
居
要
介
護
者
の
ご
み
出
し
問
題
に
つ
い
て
 

 
地
域
支
え
合
い
の
会
議
の
中
で
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
 

木村いづみ 

福祉のしおり 

 

福崎幼児園 
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一般質問  

問
　
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
。
公
共
工
事
の
品
質
確

保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
が

改
正
（
平
成
26
年
）
さ
れ
、

建
設
労
働
者
の
待
遇
改
善
を

図
り
、
後
継
者
を
確
保
す
る

た
め
に
も
公
共
工
事
で
の
入

札
で
設
計
価
格
か
ら
の
予
定

価
格
の
切
り
下
げ
は
違
法
と

な
っ
た
。
全
国
的
に
法
の
趣

旨
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
公
契

約
条
例
を
制
定
す
る
動
き
が

広
が
っ
て
い
る
。
加
西
市
で

は
平
成
27
年
4
月
施
行
で
公

契
約
条
例
が
制
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
後
の
状
況
等
を
研

究
し
、
検
討
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
ど
う
か
。
 

企
画
財
政
課
長
　
研
究
し
て

み
ま
す
。
 

問
　
庁
舎
の
清
掃
業
務
等
、

保
守
管
理
に
か
か
わ
る
業
種

で
過
当
な
低
価
格
競
争
が
進

ん
だ
例
も
全
国
的
に
多
発
し

た
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
た

傾
向
へ
の
歯
止
め
策
は
。
 

会
計
管
理
者
　
適
正
な
契
約

に
努
め
て
い
ま
す
。
 

問
　
来
年
度
か
ら
国
の
農
業

施
策
と
し
て
米
の
生
産
調
整

と
10
a
当
り
7
5
0
0
円
の

交
付
金
も
廃
止
さ
れ
、
戸
別

の
農
家
の
省
力
化
等
、
経
営

対
策
も
肝
要
だ
。
以
前
草
刈

り
の
フ
レ
ー
ム
モ
ア
貸
出
が

さ
れ
て
い
た
が
現
況
は
ど
う

か
。
乾
田
化
の
支
援
策
は
ど

う
か
。
 

農
林
振
興
課
長
　
今
は
委
託

作
業
で
の
支
援
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

問
　
役
場
駐
車
場
が
日
常
的

に
駐
車
区
画
に
余
裕
が
な
い
。

駐
車
場
の
立
体
化
等
の
検
討

は
ど
う
か
。
 

総
務
課
長
　
　
川
に
取
得
し

た
用
地
の
整
備
に
平
行
し
て

駐
車
場
の
立
体
化
も
視
野
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

公
契
約
で
の
過
当
な
低
価
格
競
争
の
排
除
を
 

石 野 光 市  

 
研
究
し
て
み
ま
す
 

役場駐車場（西側） 

問
　
8
月
の
豪
雨
で
は
イ
マ

谷
池
下
流
水
路
や
砂
防
ダ
ム

等
工
事
中
の
場
所
で
災
害
が

発
生
し
た
。
防
止
対
策
と
早

期
の
復
旧
を
求
め
、
七
種
川

他
危
険
時
の
周
知
を
願
う
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
可
能
な

対
処
を
し
て
い
ま
す
。
復
旧

は
県
・
町
で
行
い
ま
す
。
 

農
林
振
興
課
長
　
農
林
関
係

の
復
旧
を
進
め
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
　
増
水
時
の

監
視
は
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
 

問
　
大
型
の
太
陽
光
発
電
計

画
を
耳
に
す
る
が
防
災
・
環

境
等
の
対
策
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
申
請
が

出
れ
ば
県
・
町
の
条
例
に
よ

っ
て
対
処
し
ま
す
。
 

問
　
高
岡
小
プ
ー
ル
は
今
夏

最
後
ま
で
利
用
で
き
な
か
っ

た
。
数
年
前
か
ら
問
題
が
あ

っ
た
が
解
決
が
遅
れ
て
い
る
。

高
岡
幼
児
園
の
結
露
問
題
は

設
計
の
問
題
で
は
な
い
か
。
 

町
長
　
教
育
に
は
配
慮
を
加

え
て
い
ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長
　
幼
児
園
は

危
険
性
の
除
去
を
し
ま
す
。
 

問
　
ス
ポ
ー
ツ
公
園
等
の
樹

木
管
理
、
駐
車
場
充
実
を
求

め
た
い
。
 

社
会
教
育
課
長
　
高
木
は
必

要
に
応
じ
剪
定
し
ま
す
。
駐

車
場
も
選
択
肢
の
1
つ
と
し

考
え
ま
す
。
 

問
　
来
年
度
か
ら
の
国
保
県

営
化
で
は
市
町
の
自
主
性
を

確
立
し
福
崎
町
の
独
自
施
策

の
維
持
、
保
険
税
を
上
昇
さ

せ
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
 

健
康
福
祉
課
長
　
独
自
施
策

の
維
持
、
保
険
税
を
お
さ
え

る
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。
 

問
　
鳥
獣
被
害
や
ス
ズ
メ
バ

チ
等
の
対
策
強
化
を
求
め
る
。
 

農
林
振
興
課
長
　
検
討
し
ま

す
。
 

問
　
農
業
の
持
つ
総
合
的
な

役
割
か
ら
福
崎
町
の
基
本
的

な
考
え
を
聞
き
た
い
。
 

農
林
振
興
課
長
　
担
い
手
は

も
ち
ろ
ん
、
小
規
模
・
兼
業

農
家
の
住
み
分
け
を
考
え
て

い
き
ま
す
。
 

工
事
場
所
な
ど
の
水
害
対
策
を
 

 
可
能
な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
 

小 林 　 博  

台風18号で被災の新町井堰 
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福崎町議会 で検索できます。 

８日（金）本会議（議案上程） 

12日（火）本会議（質疑） 

14日（木）民生まちづくり常任員会 

15日（金）福崎駅周辺整備対策特別委員会 
　　　　 総務文教常任委員会 

20日（水）本会議（一般質問） 

21日（木）本会議（一般質問） 

22日（金）本会議（討論・採決） 

※この日程については予定であり、変更となる場合が 
　あります。 

9
月
1
日
は
『
防
災
の
日
』
 

　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
各
地

で
展
開
さ
れ
た
。
毎
日
の
よ
う
に

テ
レ
ビ
に
流
れ
る
災
害
報
道
。
異

常
気
象
に
よ
る
豪
雨
。
地
球
温
暖

化
に
よ
る
酷
暑
。
今
年
も
福
崎
町

は
県
下
で
最
も
暑
い
町
だ
っ
た
。

自
然
災
害
に
、
と
う
て
い
人
間
は

た
ち
う
ち
で
き
な
い
が
、
自
分
の

住
む
町
を
、
生
活
を
守
る
た
め
、

い
ざ
と
い
う
時
に
も
安
心
し
て
暮
 

ら
せ
る
「
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
」
 

を
自
助
、
共
助
、
公
助
が
連
携
し

て
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
だ
。
 

　
今
年
も
異
常
気
象
の
中
で
も
、

曼
珠
沙
華（
彼
岸
花
）は
暦
ど
お
り
、

日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
め
く
っ

て
い
た
か
の
よ
う
に
お
彼
岸
に
咲

い
て
い
た
。
 

『
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
』
 

曼
珠
沙
華
の
花
こ
と
ば
…
 

　

「
情
熱
」「
ま
た
会
う
日
を
楽
し
み
に
」
 

木
村

い
づ
み
 

編
集
後
記
 

可憐なコスモスに癒される田 青空と稲穂に映える彼岸花 

　ピンクは、乳がんに立ち向かう希望の色 
と言われ、ピンクリボン運動には、「乳がん 
に無関心な人々に乳がんの早期発見・早期 
治療の大切さに気づき、乳がん検診を受け 
て欲しい」という願いが込められています。 
10月1日に役場庁舎のピンクリボンライト 
アップが行われた 
写真です。大切な 
方と乳がん予防に 
ついて理解を深め 
ましょう。 

新 町  吉 田  


